


























〈 4. “Fogbound Society”研究会 〉
4-1．Fogbound Society－「生きづらさ」から社会を捉える
尾添　侑太
136 尾添：Fogbound Society－「生きづらさ」から社会を捉える
３　各寄稿文の内容紹介と位置づけ
　先述の筆者の書評論文も同様であるが、本パートにおける２名の各論考をつなぐものは「対人関係
における生きづらさ」であろう。伊藤康貴氏は、ひきこもり当事者が直面する困難（社会と接する時
点の困難、他者と接する時点での困難）を、個人の語りから明らかにする。そこには、社会や他者と
接することに対する不安がたしかに存在し、またそれは対面的には出てこずうもれしていまい、手記
であるからようやくでてくるような問題という、いわば「いいえぬ」不安であるのだ。塩飽氏は、映
画「ジョニーは戦場へ行った」を題材に、ケアする者とケアされる者という関係の圧倒的な断絶と理
解の困難性を示している。この論考は、われわれがいかに社会的な身体を持ち、社会的な存在である
かをあらためて考えさせられるものである。外界との通信路をほぼすべて遮断された場合、何を伝え、
受け取り、他者と何を分かち合うことができるのか。このことは、社会学領域のみでなく、精神分析
との交叉から考えるによって、「生きづらさ」の問題として捉えることができる。
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